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《平成２９年度学校経営グランドデザイン》

本県教育の基本理念 本市教育推進の大平南中ブロック小中一貫教育の目標
スローガンとちぎから世界を見つめ 「ふるさとに誇りをもち、ともに夢に向か

ってたくましく生きる児童・生徒の育成」 「ふるさとの風土で地域とつながり 未来に向  

＜身に付けたい力＞ 育む人づくり・まちづかって ともに歩み続ける
○学び続ける力 ○つながる力 ○やりぬく力 くり」人間を育てます。



本 校 教 育 目 標
◇知性を磨き、創造的に活動する生徒（聡く）
◇人権を尊重し、みんなの幸福を願う生徒（優しく）
◇心身ともに健全な生徒（健やかに）

＜めざす学校像＞ ＜めざす生徒像＞
活力と潤いに満ちた笑顔あふれる学校 何事にも本気で取り組む生徒

◇ 温かい雰囲気の漂う学校 ◇学校でも地域でも場に応じたさわやかな相手を思いやる
◇ を育む活気溢れる学校 ができる生徒心身のたくましさ あいさつ
◇保護者、地域と 伸びる学校 ◇真剣に粘り強く に取り組む生徒共に歩み 授業

◇ と共に全力で活動する生徒仲間

≪学校経営方針≫
「生きる力」の育成

確かな学力の向上 豊かな心の涵養 健やかな体の育成

① 基礎・基本の定着 ④ 生徒指導の充実 ⑦ 体力向上への取組
② 学習指導法の充実 ⑤ 道徳教育の充実 ⑧ 安心安全な生活確保
③ 指導と評価の一体化 ⑥ 特別活動の充実 ⑨ 健康課題への対応

①基礎・基本の習得 ④生徒指導の充実 ⑦体力向上への取組
ア 体育の授業や体育的行事○ ア 学習強調週間を生かし、 ア 「よりよい南中にするため
に積極的に取り組む意欲と重 生徒と教職員が「学習の約 を徹底するの５つの約束」 。
態度を育てる。点 束」を遵守する。 イ 日記指導や教育相談を通

して生徒理解を図る。 イ 部活動を積極的に推進し項 イ ねらいを明確にして、分か
円滑な運営に当たる。目 って楽しい授業づくりに努め ウ いじめ・不登校等の諸問題

ウ 毎日休まず登校できる心る。 の早期発見に努めるととも
身の健康な生徒を育てる。ウ 家庭学習の量的・質的充 に、組織で対応する。

ｶﾅ ⑧安心安全な生活の確保実を図る。 エ 規範意識の高揚と自己指
ア 、重 エ 基礎力アップテストの有 導能力を育成する。 交通安全指導を強化し

オ 通常の学級における特別 交通事故ゼロを目指す。点 効活用を図る。
イ 安全点検を定期的に実施項 ②学習指導法の充実 に支援を要する生徒への対

ア すべての教科等で表現力 し、改善充実を図る。目 応の在り方を研究する。
等を高めるために言語活動 ウ 日常のけが、事件事故、の ⑤道徳教育の充実
の充実を図る。 ア 生徒との人間関係を築き 災害等への安全管理体制を具

共に考え、悩み、感動する 整備し、避難訓練や防犯対体 イ 研究授業を通して、授業力
姿勢を共有していく。 策を講じる。策 の向上に努める。

エ 情報モラル教育を計画的ウ 年間指導計画・評価計画 イ 山本有三の精神である
に実施する。を適切に実施するととも 「生命・人権・絆」を重んじ

⑨健康課題への適切な対応に、適宜見直しを図る。 る指導を強化し、人権意識を
高める。 ア 給食指導を中心に食に関③目標と指導と評価の一体化

する知識や習慣を身に付けア 思考・判断・表現力の育成 ウ 教科化に備えた道徳の時
、 （ 、に向けた指導と評価の工夫 間の在り方を研究する。 させ 食育を推進する 含

食物アレルギー対応 。に努める。 ⑥特別活動の充実 ）
イ 補助簿を充実し、観点別 イ 心の教育、性教育、薬物ア 生徒会活動・学校行事・学
評価の精度を更に高める。 乱用防止等の指導内容をふ級活動において、生徒の自

まえ、適切な意志決定や行ウ 学習のまとめや振り返りの 主的な活動を助長する。
イ 進路や生き方に関する体 動選択の能力を養う。時間を確保する。

ウ 日常の健康管理と熱中症験学習を通してキャリア教
や感染症の予防対策を徹底育を充実させる。

ウ 仲間同士の絆を大切にし し、適切に処置する。
た学級・学年集団づくりに努
める。

【 家庭・地域との連携】 【 家庭・地域との連携】

⑩家庭との連携の強化 ⑪開かれた学校づくり ⑫地域との連携の強化
ア 栃木型学校運営協議会を有効 ア 地域の教育力の積極的活用ア 家庭との連絡を密にし、
に活用し、学校の活性化を図る。 を通して、とちぎ未来アシスト信頼関係や協力体制を構築

ネット事業の推進、拡充を図する。 イ 地域の方々を学校行事に招待
る。イ PTA研修会の充実を図る し、学校への理解を促進する。。

ウ 学校ＨＰ、学年・学校だより イ 大平南中ブロックの一体感ウ 学校開放日や授業参観を通し
等により、積極的に学校の情 を醸成し、小中一貫教育を推て、保護者等に生徒の日常生活
報を発信する。 進する。や学習の様子を見てもらう。
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県教委・町教委指定人権教育研究発表 
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栃木県学校環境緑化コンクール優良賞受賞 

栃木県学校環境緑化コンクール優秀賞受賞 

とちぎ花のまちづくりコンクール優秀賞 

（県主催）南中ハーモニーガーデン      

町教委指定人権教育研究発表 

校舎外壁塗装工事及び職員玄関改修工事 

市町合併により栃木市立大平南中学校と改名 

県新人大会学校対抗総合第４位表彰 

創立30周年記念式典挙行 
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活力と潤いに満ちた笑顔あふれる学校 

 

 

 

 

日 課 月・火・水・木・金 

朝の会・読書 ８：１０～ ８：３５ 

第 １ 校 時  ８：４５～ ９：３５ 

第 ２ 校 時  ９：４５～１０：３５ 

第 ３ 校 時 １０：４５～１１：３５ 

第 ４ 校 時 １１：４５～１２：３５ 

給   食 １２：３５～１３：１０ 

昼 休 み １３：１０～１３：３０ 

第 ５ 校 時 １３：３５～１４：２５ 

第 ６ 校 時 - - - - -  14:35～15:25 

清   掃 14:35～14:50 15:35～15:50 

帰 り の 会 15:00～15:10 16:00～16:10 

４ 日課表 

 

 

 

 

５ 学区概要 

 

 

３ 校舎配置略図 
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７ 職員一覧                                ８ おもな行事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 １    年 ２   年 ３   年 特別支援学級  

 １組 ２組 ３組 ４組 ５組 ６組 計 １組 ２組 ３組 ４組 ５組 計 １組 ２組 ３組 ４組 ５組 ６組 計 知的 情緒 合計 

男 14 14 14 15 14 14 85 16 16 16 16 16 80 14 13 14 14 14 14 83 3 3 254 

女  15 15 16 15 15 15 91 17 17 17 18 17 86 17 17 17 17 16 17 101 2 0 280 

計  29 29 30 30 29 29 176 33 33 33 34 33 166 31 30 31 31 30 31 184 5 3 534 

Ｐ会員 21 26 25 23 24 22 141 31 32 29 31 32 155 31 30 31 31 30 31 184 5 3 488 

№ 職 名 氏  名 担当学級等 教 科 主な校務分掌 部 活 動 

１ 校   長 青 木 千 津 子 ------- ------ 学校経営 ------- 

２ 教 頭 新 籾 勇 一 ------- 保健体育 校務全般 ------- 

３ 教 諭 塩 谷 由 貴 枝 ２年主任 国 語 学年経営 女子バレーボール 

４ 教 諭 神 田 悦 子 ３年副担 英 語 保健主事 柔 道 

５ 教 諭 須 田  正 教務主任 数 学 教務全般 ソフトテニス 

６ 教 諭 坂  尾  俊  久 ３年副担 理 科 福祉・ボランティア 卓 球 

７ 教 諭 生 井 好 子 １年副担 技術・家庭 給食主任 剣 道 

８ 教 諭 川 島 一 夫 ３－１ 保健体育 地域連携教員 陸上競技 

９ 教 諭 原  一 世 ３－５ 保健体育 進路指導主事 女子バレーボール 

10 教 諭 吉 澤 康 子 ３年主任 数 学 学年経営 ハンドボール 

11 教 諭 峯 崎 正 法 ２年副担 国 語 教科書・浄書 パソコン 

12 教 諭 谷 口 小 津 江 １－４ 美 術 中文連・浄書 美 術 

13 教 諭 村 石 紀 代 美 1年主任 音 楽 学年経営 吹奏楽 

14 教 諭 横 田  昇 ------- 英 語 生徒指導主事 柔 道 

15 教 諭 設 樂 英 理 香 ３－８(情) 音 楽 特別支援教育主任 パソコン 

16 教 諭 藤 沼 敏 行 １－１ 技術・家庭 特別活動主任 弓 道 

17 教 諭 川 又 勝 彦 ３－６ 理 科 生徒会主任 サッカー 

18 教 諭 小 林 伸 彦 ２－１ 理 科 学習指導主任 ソフトテニス 

19 教 諭 福 田 陽 一 朗 ３－７(知) 保健体育 特別支援教育 サッカー 

20 教 諭 村 田 紀 子 ２－３ 保健体育 部活動 ハンドボール 

21 教 諭 湯 本 さ や ------- 社 会 --------- ------- 

22 教 諭 渡 部 絵 里 子  ------- 英 語 --------- ------- 

23 教 諭 岡  沙 弥 香 ３－２ 国 語 図書館教育・浄書 弓 道 

24 教 諭 渡 辺 裕 太 郎 １－６ 数 学 生徒会 剣 道 

25 教 諭 望 月 優 典 ２－５ 数 学 学習指導・生徒会 男子バレーボール 

26 教 諭 大 竹 太 郎 ３－４ 国 語 交通指導 ハンドボール 

27 教 諭 秋  元  拓  人 １－３ 理 科 清掃指導 卓 球 

28 教 諭 秋 草 秀 伸 ３－３ 社 会 人権教育主任 男子バレーボール 

29 教 諭 古 川 彩 乃 ２－４ 英 語 国際理解教育 吹奏楽 

30 教 諭 平 澤  慎    １－５ 社 会 人権教育 野 球 

31 養 護 教 諭 舛 田 弘 子 ------- ------ 保健一般 ------- 

32 事 務 長 小 林 恵 子 ------- ------ 事務全般 ------- 

33 講 師 黒 田 愛 美 子 １年副担 英 語 環境美化 美 術 

34 講 師 和 賀 井 智 貴 ２－２ 社 会 安全点検 野 球 

35 講 師 熊 倉 将 一 １－２ 英 語 国際理解教育 吹奏楽 

36 講 師 渡 邊 宏 樹 ２年副担 社 会 給食指導・募金 陸上競技 

37 主任技能員 寺 内 勝 美 ------- ------ 校務連絡・営繕 ------- 

38 図書館事務員 田 中 恭 子 ------- ------ 図書事務 ------- 

39 学校支援員 吉 田 美 季 １年副担 ------ 特別支援教育 ------- 

40 学校支援員 青 木 美 智 予 ３年副担 ------ 特別支援教育 ------- 

41 スクールカウンセラー 小 貫 陽 子 ------- ------ --------- ------- 

42 Ａ Ｌ Ｔ ロバート・ランガー ------- ------ --------- ------- 

＜４・５月＞ 

・新任式・始業式 

・入学式 

・ＰＴＡ総会 

・春季地区大会 

・生徒総会 

・修学旅行（３年） 

・中間テスト 

＜６・７・８月＞ 

・県春季大会 

・運動会 

・期末テスト 

・職場体験（２年） 

・校外宿泊学習（１年） 

・終業式 

・三者面談 

・総体地区・県総大会 

 

 
 

 
＜９・１０月＞ 

・始業式 

・合唱コンクール 

・地区新人大会 

・中間テスト 

・県新人大会 

・みなみ祭 

＜１１・１２月＞ 

・期末テスト 

・生徒会立会演説会 

・終業式 

 
 

＜１・２・３月＞ 

・始業式 

・スキー宿泊学習（２年） 

・期末テスト 

・３年生を送る会 

・卒業式 

・修了式 

６ 在籍生徒数 

６ 在籍生徒数 


